
水辺に親しむことを通して、官民一体となって流域治水について考える

ミズベリング的流域治水シンポジウム＠淀川

基調講演やパネルディスカッションなどを行い、水辺に親しむミズベリングや各分野での
活動を通して、流域治水を身近に、楽しく考えていただくための課題や工夫等について
意見交換を行いました

東大阪市 上下水道部 計画課 主任 長村 翔 氏

淀川河川事務所 調査課長 田中 優太 氏
日本シティサップ代表 奥谷 崇 氏

高槻市立自然博物館 北村 美香 氏
大阪府立環境農林水産総合研究所

生物多様センター 近藤 美麻 氏

㈱水辺総研 代表取締役

主任研究員 岩本 唯史 氏
滋賀県立大学環境科学部

環境政策・計画学科 准教授 瀧 健太郎 氏

日 時：令和５年２月２２日(水) 13：30～16：30
場 所：イオンモールKYOTO Kotoホール（会場・オンラインのハイブリットで開催）

参加者：現地 ･･･ 約100名、オンライン ･･･ 約130名 合計約230名

（住民の方々、行政関係者、大学等研究機関・研究者など）

主催

会場・オンラインのハイブリットで開催

登壇者



主催

ミズベリング的流域治水シンポジウム＠淀川

誰もが取り組める

“小さな流域治水”

やらされ流域治水から、
やりたい流域治水へ

ミズベリング的

みんなと一緒にやっていきましょう

というのが流域治水

流域治水とは？

流域治水に

ラグビー場を流域治水の聖地に

TRY

明るく楽しく
みんなで

流域治水

「楽しい」に、
防災の視点を

※

ラグビーの聖地、花園ラグビー場として知られる花園中央公園内に遊水地と調整池の２つの貯める施設を
整備した。
平成30年7月豪雨の際には、これらの治水施設が効果を発揮。
同等規模の雨が降った平成元年9月の浸水被害は191件だったが、それが0件に抑えられた。
公園はラグビーだけでなく流域治水の聖地にもなっている。

※
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大好評のうちに閉会した

その後の広報について

興味深い内容をいつでも再チェック!

淀川河川事務所のホームページにて、当日の熱
気をそのままお伝えする各講演のムービーをは
じめ、各講演を図解で分かりやすくまとめたグ
ラフィックレコーディングも細かなイラストや
コメントも時間を気にせずじっくりご覧になれ
ます。
当日の会場の雰囲気や見て読んで楽しいグラ
フィックレコーディングは必見です！

掲載ページ
https://www.kkr.mlit.go.jp/yodogawa/activity/com
it/ryuikichisui/symposium.html

新聞掲載について

令和５年３月１６日付の産経新聞 29面
【PR特集】「水辺に親しみ、流域治水
を 川を知り、学び、まちを守る」にて
ミズベリング的流域治水シンポジウム
が紹介されました。
当日の講演内容もあわせて掲載されて
おり、登壇者の講演内容やディスカッ
ションでの意見交換の内容も掲載され
ています。

掲載ページ（淀川河川事務所ホームページ内 PDFファイル）

https://www.kkr.mlit.go.jp/yodogawa/act
ivity/comit/ryuikichisui/pdf/newspaper.
pdf
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